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が､ 1983年にアメリカのガードナーによって提唱された分類がよく知られている [１]｡ 彼は最
初に３つの視点にたって分類した｡
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に転換させることができる知能である｡ この知能には色､ 線､ 姿､ 形､ 距離､ 場所などの要素
と､ それらが複合的に関連したものに対しても､ 敏感に反応できることが必要である｡ 漁師､
自然観察のガイド､ デザイナー､ 建築家､ 画家などに必要な知能である｡ 第４は身体運動知能
である｡ 自分の体の動きをコントロールでき､ ものを巧みに使いこなせる知能である｡ スポー
ツをすることが好き､ 手で何かを作ることが好きな人はこの知能が優れている｡ 第５は音感知











起こし､ 現在にいたっている｡ それは何故だろうか｡ いくつかの理由が考えられる｡
第一は ｢教育すべき内容の全体像が明らかになった｣ ことである｡ 例えば昔から教えるべき
ものとして ｢読み書きソロバン｣ という言葉がある｡ これは多元知能の言葉で言えば､ ｢言語









第三は教育の方法にも影響を与えた点である｡ 仮に､ 知能Ａ､ Ｂ､ Ｃ､ があったとき､ それ
ぞれの知能を発達させることが教育に課せられた使命だが､ 知能Ａを教育する時に､ Ａだけで
なく､ Ｂ､ Ｃ､ も使って教育せよということが多元知能論が呼びかけることである｡ 学ぶスタ
イルがいろいろあるということの根拠を与えるものである｡ 例えば物理は論理数学知能が主だ









それとも書けないのですか？｣ と訪ねたところ､ ｢書けないんだ｣ と答えられたそうである｡
研究者と呼ばれる人はいろいろな知能が優れていると見られがちだが､ 文章を書くことも､ 喋
ることも下手という人もかなりいる｡ このように身近な議論や教育の中での体験をもとにした
議論はいろいろある｡ ガードナー自身､ 子供の教育の中で独立性を議論している [３]｡ 日本で
もこの考えはかなり広がっているが､ 独立性を数値で調べた報告は見つからなかった｡ また子












































































































































































































































































































































































































である｡ どの２つの組み合わせをとっても､ 得意不得意いろいろな学生がいると言える｡ 相関













間関係形成知能｣ と ｢言語知能｣ ｢音感知能｣ と ｢言語知能｣ ｢身体運動知能｣ から見た ｢論理
数学知能｣ などがある｡ これはもっと相関値が大きい場合でもあらわれている｡ 例えば図３の
― 59 ―
図４ 知能別相関図042－055





































































































































































































































































































































































自分はものが測定､ 分類､ 分析されたり､ 何らかの形で量として表される
と安心するようだ
暗算が簡単にできる
バードウォッチングや蝶々虫の収集､ 木について学ぶこと､ 動物を育てる
ことが好きだ
時々､ ことばもイメージもないのに､ 明快に抽象的な概念を考えられると
きがある
育てている植物の世話をする
(生物や社会科の環境問題など) 生態系に関する授業が好きだ
外国語を学ぶことは割合簡単だった
科学の進歩に大きな関心がある
ほとんどの事柄には､ 合理的な説明ができると思っている
長い散歩やジョギングなど､ からだを動かしているときに一番いいアイディ
アがわいてくる
自分はいい歌声をもっている
適度な自尊感情を持っている
自分自身をリーダーだと思う (または他の人からそう呼ばれている)
人ごみの中にいると落ち着く
最近､ 自分の満足のいく文章を書いたり､ 人から文章をほめられたことが
ある
論理的な思考で難問を解くのが好きだ
幾何は代数よりも簡単だった
ハムスターのかごや水槽､ 植物栽培用のガラス容器に囲まれているのが好
きだ
テレビや映画を見るよりも､ ラジオやテープを聞いたほうがより情報が得
られると思う
